
10 月号 こどもの本音に寄り添うアプローチ 

 

積極的に自分の気持ちや考えを話してくれるこどもがいる一方で、何か思いを抱えているようだけれど

も、自分からは言葉にできないこどもがいますね。こどもが自分の意志で安心して思いを表現できるよ

う、会場でできる関わり方や環境づくりについて考えてみましょう。 

 

1.「話さない権利」も尊重する 

 こどもが言いたくなさそうなことを無理に聞き出そうとすると、心理的な負担となりかえって心を閉ざし

てしまうことがあります。「話したくなったら、いつでも聞くね」と声をかけて、こども自身のタイミングを待つ

姿勢を示すことが安心感につながります。 

 

2.答えを限定しない問いかけ（オープン・クエスチョン） 

 「楽しかった？」と聞くと Yes か No で終わってしまい、こどもがそれ以上の気持ちを表現しにくくなる

ことがあります。「何が一番印象に残っている？」など、こどもが自分の言葉を自由に選んで答えられる

ような問いかけを意識すると、話が広がりやすくなります。 

 

3.気持ちの度合いを数値化する 

 自分の感情を言葉にするのが難しいこどもには、数値などの目安を使う方法が有効です。「校外学

習の楽しさは 10 点満点中何点だった？」と聞き、「8 点！」と返ってきたら、「残りの 2 点はどんなこ

とがあればよかったかな？」と深堀してみます。 

 

4.評価をせずに受け止める 

 こどもが「嫌だった」とネガティブな感情を口にしたら、「そうか嫌だったんだね」とその気持ちをありのま

ま受け止めます。大人の基準で良し悪しを判断せずに、こどもが今感じているそのものを受け止めるこ

とが信頼関係の基礎となります。 

 

5.一般論にして心理的な負担を軽くする 

 「最近、〇〇で困っている人多いよね？みんな大変な時期なのかな。」と、主語を広げて一般論と

して触れてみます。自分だけの問題ではないと感じられることで、心理的なハードルが下がり、自分の

経験を話しやすくすることがあります。 

 

こどもが自然に自己開示をできるようになるには、「何を言っても否定されず、大切にしてもらえる」とい

う安心感を提供することが最も大切かもしれませんね。 


